
 1 

徳
富
蘇
峰
記
念
館 

第
29
回
特
別
展
示
目
録 

世
界
に
誇
る
東
北
の
偉
人
展 

 
展
示
期
間 

平
成
二
十
四
年
一
月
六
日
（
金
）
～
十
一
月
三
十
日
（
金
） 

 

蘇
峰
の
書 

 
 

軸
物
４
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

♦ 

乾
坤
正
気 

♦ 

四
時
皆
春 

為
塩
崎
仁
兄
家
門
繁
栄 

老
蘇
七
十
八 

♦ 

吉
田
初
三
郎
画 

「
福
禄
寿
」 

蘇
峰
画
賛 

「
景
雲
揺
曳 

仙
客
歩
盧 
蟠
桃
在
手 

福
寿
兼
臻 

頑
蘇
八
十
八
」 

♦ 

蘇
峰
達
磨
画
「
一
心
安
静 

万
病
退
治 

不
倒
翁 

静
峯
賢
契
一
栄 

頑
蘇
八
十
九
」 

 青
森
県 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田
初
三
郎
・
珍
田
捨
己
・
棟
方
志
功 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

吉
田

よ

し

だ 

初
三
郎

は

つ

さ

ぶ

ろ

う

（
１
８
８
４
～
１
９
５
６ 

明
治
１７
～
昭
和
３１
） 

京
都
府 

大
正
・
昭
和
期
の
鳥
瞰
図
師
。
若
く
し
て
友
禅
図
案
師
な
ど
に
奉
公
。
日
露
戦
争
従
軍

後
、
師
で
あ
る
洋
画
家
・
鹿
子
木
孟
郎
の
助
言
で
鳥
瞰
図
作
成
に
方
向
転
換
し
た
。
大

正
か
ら
昭
和
初
期
に
起
こ
っ
た
観
光
ブ
ー
ム
で
初
三
郎
の
人
気
は
高
ま
り
、
『
大
正
の

広
重
』
と
呼
ば
れ
、
描
い
た
鳥
瞰
図
は
１
６
０
０
点
以
上
に
達
す
る
。
青
森
県
八
戸
の

種
差
海
岸
に
ア
ト
リ
エ
兼
別
邸
「
潮
観
荘
」
を
建
設
し
、
活
動
の
拠
点
と
し
た
。
本
年

度
展
示
中
の
「
阿
蘇
周
辺
図
巻
」
は
、
同
じ
く
展
示
中
の
「
佐
敷
附
近
景
勝
略
図
（
水

俣
小
景
）
」
を
描
い
た
翌
年
、
蘇
峰
の
依
頼
を
受
け
て
描
い
た
鳥
轍
図
。
絵
の
右
上
に

は
初
三
郎
の
筆
で
こ
の
鳥
轍
図
を
描
く
に
至
っ
た
経
緯
が
左
記
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。 

 

◆
展
示
中
の
「
阿
蘇
周
辺
図
」
の
中
の
一
文> 

本
図
ハ
紀
元
二
千
六
百
五
年
皇
国
未
曾
有
ノ
国
難
大
東
亜
戦
争
第
五
年
ノ
早
春 

即
チ
昭
和

二
十
年
其
二
月
二
十
二
日 

東
海
熱
海
晩
晴
草
堂
ニ
存
セ
ル
徳
富
蘇
峰
先
生
ヨ
リ 

当
時
純

忠
菊
池
一
門
ノ
史
跡
図
謹
筆
ノ
タ
メ 

熊
本
県
芦
北
郡
佐
敷
町
ニ
止
宿
中 

筆
者
宛
御
高

信
ヲ
以
テ
先
生
六
十
年
ノ
御
旧
作
ノ
分 

明
蘇
嶽
在
雲
間 

極
目
原
頭
倦
鳥
還 

欲
向
相
知
間

消
息 

秋
風
吹
夢
落
家
山 

ノ
御
詩
ニ
添
へ
テ
熊
本
市
東
郊
ヨ
リ
見
タ
ル
阿
蘇
外
輪
山
其
他

周
辺
ノ
光
景
ヲ
初
三
郎
一
流
ノ
鳥
瞰
描
写
ヲ
以
て
執
筆
セ
ヨ 

坐
シ
テ
家
山
ノ
風
光
ニ
接
シ

タ
シ
ト
ノ
有
難
キ
御
懇
嘱
ヲ
拝
シ
襟
ヲ
正
シ
テ
謹
諾 

其
尊
キ
知
己
ノ
御
鴻
恩
ニ
感
泣
シ 

学
聖
の
み
こ
と
可
し
こ
み
死
も
生
も
絵
筆
に
捧
げ
可
へ
り
み
は
せ
じ 

学
聖
の
尊
き
御
旨
つ

ら
ぬ
可
む 

輿
一
の
弓
を
恵
み
ま
せ
神
ノ
一
首
ヲ
捧
ゲ
テ 

筆
者
ノ
恩
師
曾
て
明
治
神
宮
へ

奉
天
入
城
図
ヲ
謹
筆
献
画
セ
ラ
レ
タ
ル
故
鹿
子
木
孟
郎
先
生
ノ
霊
前
二
報
告
而
シ
テ
其
記

念
ス
べ
キ
陸
軍
記
念
日
三
月
十
日
佐
敷
ヲ
出
発
阿
蘇
神
社
ニ
参
拝
本
図
ノ
大
成
ヲ
祈
願
宮

司
到
津
男
爵
ヨ
リ
特
ニ
社
寶
阿
蘇
神
社
ノ
古
図
ヲ
拝
観
参
考
ト
シ
テ
是
ヲ
謹
寓 

（
中
略
）

斯
ク
テ
同
年
四
月
以
降
戦
局
ハ
更
ニ
緊
迫
殊
ニ
沖
縄
破
レ
テ
以
来
ハ
文
字
通
り
九
州
ハ
第

一
線
ノ
戦
場
ト
ナ
リ
日
夜
連
続
燈
滅
防
空
ノ
為
メ
彩
管
亦
心
ニ
任
セ
ズ
加
フ
ル
ニ
佐
敷
ノ

仮
画
室
附
近
ニ
ハ
国
鉄
佐
敷
川
ノ
鉄
橋
ア
リ
相
次
グ
来
冠
凄
絶
ヲ
極
メ
童
画
至
近
ノ
周
辺

ニ
於
テ
実
ニ
前
後
五
十
八
発
ノ
大
兇
爆
ア
リ
遂
ニ
同
年
八
月
十
日
同
鉄
橋
ヲ
被
爆
此
日
画

室
十
歩
ノ
軒
ニ
巨
弾
ヲ
受
ケ
家
屋
半
壊
室
内
無
数
ノ
弾
片
削
烈
セ
ル
モ
筆
者
幸
ヒ
ニ
其
前

日
本
図
大
体
ノ
着
色
ヲ
了
シ
当
時
不
思
議
ノ
天
佑
ニ
恵
マ
レ
執
筆
以
来
初
メ
テ
附
近
ノ
防

空
壕
二
退
避
瞬
時
ノ
差
ヲ
以
テ
萬
死
ニ
一
生
ヲ
得
タ
ル
モ
如
何
セ
ン
本
図
画
面
ノ
一
部
ハ

其
弾
片
ニ
貫
カ
レ
裂
傷
卜
同
時
ニ
屋
外
ヨ
リ
激
甚
ナ
ル
爆
風
卜
共
ニ
強
烈
ナ
ル
煙
哨
及
ビ

稲
田
ノ
泥
水
ヲ
全
面
ニ
浴
ビ
色
彩
ノ
上
ニ
モ
意
外
ノ
変
色
退
色
ア
リ
筆
者
傷
心
限
リ
ナ
ク

斯
ク
シ
テ
更
ラ
ニ
痛
恨
働
笑
ノ
終
戦
八
月
十
五
日
ヲ
ム
カ
エ
一
時
ハ
呆
然
自
失
セ
ル
モ
畏

キ
詔
勅
ノ
前
ニ
粛
ト
シ
テ
襟
ヲ
正
シ
泰
然
ト
シ
テ
道
心
ニ
立
脚
全
力
ヲ
尽
シ
テ
専
ラ
画
面

ノ
補
色
卜
修
正
ニ
邁
進
同
年
十
一
月
二
十
三
日
新
嘗
祭
ノ
佳
節
ヲ
以
テ
筆
ヲ
納
ム 

尚
本
画

面
中
八
方
岳
附
近
ノ
裂
傷
卜
鞍
ケ
岳
ニ
遺
ル
泥
ノ
飛
沫
ハ
其
侭
後
世
へ
ノ
記
録
ト
シ
テ
示

シ
ノ
コ
ス
事
ト
セ
リ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

初
三
郎 

謹
寓 

  

♦
阿
蘇
周
辺
図
巻
（
阿
蘇
大
観
図
） 

♦
佐
敷
附
近
景
勝
略
図
（
水
俣
小
景
） 

♦
宇
和
島
城
の
図 

♦
湯
の
子
温
泉
か
ら
の
絵
手
紙 

♦
「
中
支
那
及
び
北
支
那
に
於
け
る
踏
査
地
域
略
図
」「
三
武
将
の
色
紙
」「
観
光
路
線
地
図
」（
印
刷
） 
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珍 ち

ん

田 だ 

捨 す

て

己 み

（
１
８
５
６
～
１
９
２
９ 

安
政
３
～
昭
和
４
） 

青
森
県
弘
前
市 

明
治
・
大
正
期
の
外
交
官
。
伯
爵
。
東
奥
義
塾
の
第
一
回
留
学
生
と
し
て
米
国
ア
ズ
ベ

リ
ー
大
学
に
留
学
後
、
母
校
東
奥
義
塾
で
教
授
兼
牧
師
を
つ
と
め
る
。
明
治
18
年
外
務

省
に
入
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
領
事
を
振
り
出
し
に
、
各
国
の
公
使
を
歴
任
。
日

露
戦
争
前
後
の
難
局
に
際
し
て
は
、
小
村
寿
太
郎
外
相
を
補
佐
。
明
治
41
年
ド
イ
ツ
大

使
に
赴
任
。
パ
リ
講
和
会
議
で
は
全
権
委
員
を
つ
と
め
た
。
皇
太
子
時
代
の
昭
和
天
皇

の
外
遊
の
際
の
供
奉
長
。
後
に
侍
従
長
と
な
る
。
大
正
元
年
駐
米
大
使
と
し
て
ワ
シ
ン

ト
ン
州
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
植
樹
に
立
ち
会
っ
た
。
今
年
は
植
樹
か
ら
百
年
に
あ
た

る
。  

<

展
示
書
簡> 

明
治
□
年
１
月
６
日 

[

封
書
・
墨
書] 

新
正
御
同
慶
ニ
奉
存
候 

陳
バ
別
紙
ヲ
以
テ
御
回
付
申
上
候 

時
事
新
報
掲
載
ノ
記

事
ハ
論
旨
甚
ダ
無
稽
ニ
シ
テ
独
国
ノ
感
情
ヲ
害
ス
ル
ノ
慮
モ
有
之 

独
公
使
ニ
於
テ

も
痛
ク
之
ヲ
心
配
シ
此
頃
賢
臺
御
主
幹
ノ
紙
上
ニ
於
テ
之
ニ
対
ス
ル
弁
駁
ヲ
掲
載

ス
ル
様 

内
々
依
嘱
有
之
候
ニ
付
キ
桂
伯
ニ
相
話
候
処 

同
伯
ニ
於
テ
も
右
記
事
ヲ

看
過
致
置
候
事
ハ
日
独
ノ
関
係
ニ
顧
ミ
甚
ダ
不
面
白
事
態
ニ
付
キ
独
公
使
依
嘱
ノ

通
り 

賢
臺
ニ
交
渉
可
致
旨
拙
生
ニ
二
命
□
候 

就
テ
ハ
甚
ダ
御
筆
労
ナ
ガ
ラ
右
可

然
御
取
計
被
下
度 

弁
駁
ノ
方
法
ハ
一
ニ
御
賢
臺
ニ
御
任
申
上
候 

又
其
時
期
ハ
別

紙
独
公
使
内
□
ノ
通
り
駐
独
大
使
任
命
ヲ
機
ト
シ
之
ヲ
掲
載
致
候
方
最
も
機
宜
ナ

ル
ベ
ク
ト
被
存
候 

桂
伯
ノ
命
ニ
ヨ
リ
右
不
取
敢
得
貴
意
候 
草
々
敬
具 

一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

捨
巳 

徳
富
賢
臺 

封
筒
表 

国
民
新
聞
社 

徳
富
猪
一
郎
殿 

為
親
展 

封
筒
裏 

裏
霞
関 

珍
田 

捨
巳 

 

棟
方

む

な

か

た 

志 し

功 こ

う

（
１
９
０
３
～
１
９
７
５ 

明
治
36
～
昭
和
50
） 

青
森
市 

昭
和
期
の
版
画
家
。
鍛
冶
屋
に
生
れ
、
小
学
校
卒
業
後
青
森
地
裁
の
給
仕
と
な
り
絵
画

を
独
学
。
大
正
13
年
に
上
京
し
、
昭
和
３
年
帝
展
に
初
入
選
も
、
川
上
澄
生
・
古
川
龍

生
の
影
響
で
版
画
の
道
に
入
っ
た
。
昭
和
11
年
国
画
会
に
出
品
し
た
『
大
和
し
美
し
』

が
出
世
作
と
な
り
そ
の
後
、
柳
宗
悦
ら
民
芸
運
動
の
影
響
を
受
け
、
独
特
の
〈
板
画
〉

を
発
表
し
注
目
を
浴
び
た
。
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
は
国
際
大
賞
を
受
賞
。
昭

和
45
年
文
化
勲
章
を
受
け
た
。 

 <

展
示
書
簡>

昭
和
□
年 

秋
〔
封
書
・
鉛
筆
書
き 

ざ
く
ろ
の
絵
入
り
絵
手
紙
〕 

塩
崎
彦
市
先
生 

棟
方
志
功
拝 

昨
宵
山
水
楼
老
主
人
来
車
さ
れ
ま
し
て
、
二
宮
大
人
〔
塩
崎
彦
一
〕
が
体
重
か
な
り

減
じ
た
と
か
に
て
も
、
こ
の
ザ
ク
ロ
を
自
ら
樹
に
登
っ
て
折
っ
て
く
れ
し
と
、
わ
た

く
し
の
と
こ
ろ
に
土
産
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
― 

あ
ま
り
無
理
し
て
あ
ま
り
体

重
を
減
じ
す
ぎ
て
は 

―
と
思
ひ
居
り
ま
す
。
お
じ
ゃ
ま
し
お
目
に
か
か
っ
て
存
じ

ま
し
た
が
、
か
い
っ
て
お
心
つ
か
れ
を
か
え
て
は
チ
ヤ
コ
〔
志
功
夫
人
〕
と
話
し
居

り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
に
も
お
ん
た
い
切
。 

 

♦
達
磨
画 

「
鞍
馬
石
も
い
い 

貴
船
石
も
い
い
」 

 

ひ
と
こ
と
解
説 

当
記
念
館
の
創
設
者
・
塩
崎
彦
一
と
親
し
く
、
二
宮
の
塩
崎
邸
を
度
々
訪
ね
、
襖
絵

な
ど
を
描
い
た
。
か
ね
て
よ
り
達
磨
を
描
く
の
は
難
し
い
と
言
っ
て
い
た
志
功
に
、
塩
崎
が
蘇
峰
の

達
磨
画
を
一
枚
贈
呈
し
た
と
こ
ろ
大
変
喜
ば
れ
た
。
展
示
中
の
達
磨
画
は
志
功
が
晩
年
病
気
療
養
中

に
達
磨
を
百
点
描
く
と
言
っ
て
い
た
中
の
一
枚
で
あ
る
。 

 岩
手
県 

 
 

（
後
藤
新
平
・
新
渡
戸
稲
造
・
原
敬
・
田
中
館
愛
橘
・
八
重
樫
祈
美
子
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

後
藤

ご

と

う 

新
平

し

ん

ぺ

い

（
１
８
５
７
～
１
９
２
９ 

安
政
４
～
昭
和
４
） 

岩
手
県
水
沢
市 

明
治
・
大
正
期
の
政
治
家
。
家
は
高
野
長
英
の
親
族
に
あ
た
る
。
福
島
県
須
賀
川
医
学

校
卒
。
明
治
１４
年
愛
知
県
立
病
院
長
兼
愛
知
医
学
校
校
長
と
な
る
、
明
治
１５
年
自
由

党
党
首
板
垣
退
助
が
岐
阜
で
刺
客
に
襲
わ
れ
負
傷
し
た
際
、
官
憲
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
往
診
し
た
。
明
治
２３
年
ド
イ
ツ
官
費
留
学
後
、
内
務
省
衛
生
局
長
と
し
て
衛
生
行
政

に
か
か
わ
る
。
明
治
３１
年
台
湾
総
督
児
玉
源
太
郎
に
抜
擢
さ
れ
、
総
督
府
民
政
局
長
、

民
政
長
官
を
歴
任
。
島
民
の
反
乱
を
お
さ
え
つ
つ
各
種
専
売
事
業
や
鉄
道
事
業
の
育
成
、

阿
片
漸
禁
な
ど
台
湾
経
営
に
手
腕
を
ふ
る
い
、
其
の
功
績
に
よ
り
男
爵
、
勅
選
貴
族
院

議
員
と
な
る
。
桂
内
閣
で
逓
相
、
鉄
道
院
総
裁
、
寺
内
内
閣
で
は
内
相
、
外
相
等
を
歴

任
し
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
推
進
。
大
正
9
年
に
東
京
市
長
と
な
る
。
山
本
内
閣
内
相
兼

帝
都
復
興
院
総
裁
と
し
て
、
大
震
災
後
の
東
京
復
興
計
画
を
立
案
。
日
ソ
親
善
に
つ
と

め
た
。 
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 <

展
示
軸> 

徳
富
仁
兄
大
人
雅
嘱 

厭
は
ず 

身
を
児
戯
の
中
に
投
じ 

 

悠
然
自
適
し
て 

蒼
穹
に
嘯
く
こ
と
を
舞
ふ

に
手
莫
く 

踏
む
に
足
無
き
も 

 

任
他 

顛
倒
し
て
西
し
東
せ
ん
千
廻
万
転 

渾

て
管
せ
ず 

 
莞
爾
と
し
て
躍
起
し 

躬
を
直
く
す
る
没
し
群
童
紛
々
と
し
て 

愛

憎
半
ば
し 

 
力
を
竭
し
て
圧
制
す
る
も 

功
無
き
所
是
れ
造
化
は
本
玄
妙
な
る
こ

と
莫
か
ら
ん
や 

 
平
陂
往
復
は
古
今
同
じ
き
な
り
眼
前
の
困
厄 

問
ふ
所
に
非
ず 

 

理
直
く
気
壮
に
し
て 
鴻
蒙
を
塞
が
ん
や
誠
し
老
天
の
能
く
我
を
識
る
有
ら
ば 

 

年
を
経
月
を
閲
し
て 

双
攻
に
対
せ
ん
物
立
つ
所
を
得
な
ば 

自
か
ら
動
か
ず 

 

人
知
の
処
る
所 

常
に
窮
せ
ず
君
開
か
ず
や 

事
を
作
す
に
は
唯
宜
し
く
始
終
を
全

う
す
べ
し
と
浮
雲
変
幻 

瞥
眼
空
し 

 

仮
令
体
滅
す
る
も 

理
は
長
久
愛
憎
は
畢

竟
一
時
の
風 

 

鳴
呼 

衆
人
一
た
び
倒
れ
な
ば
再
起
し
難
く
誰
か
是
れ
人
間
の
不

倒
翁
な
る 

明
治
戊
申
（
四
十
一
年
）
秋 

新
平
録
旧
製 

 

ひ
と
こ
と
解
説 

 

後
藤
は
蘇
峰
を
漢
詩
の
師
と
し
、
自
分
の
漢
詩
の
添
削
を
願
う
書
簡
が

多
数
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
二
月
七
日
の
書
簡
で
は
、
朝
、
顔
を
洗
っ
て
口
を
す
す
ぎ
「
門

前
郵
夫
の
到
る
を
ま
つ
」
と
書
き
、
蘇
峰
の
返
書
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

             

新
渡
戸

に

と

べ 

稲
造

い

な

ぞ

う

（
１
８
６
２
～
１
９
３
３ 

文
久
２
～
昭
和
８
）
岩
手
県
盛
岡
市  

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
教
育
者
。
明
治
１０
年
札
幌
農
学
校
第
２
期
生
と
し
て
内
村
鑑

三
・
宮
部
金
吾
ら
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
者
と
な
る
。
明
治
１４
年
札
幌
農
学
校
を
卒
業
。

明
治
１７
年
東
大
を
中
退
し
ア
メ
リ
カ
に
留
学
、
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
に
な
り
、
同
じ
ク
エ

ー
カ
ー
教
徒
の
ア
メ
リ
カ
人
メ
ア
リ
ー
・
エ
ル
キ
ン
ト
ン
と
結
婚
す
る
。
帰
国
後
、
札

幌
農
学
校
教
授
、
東
京
帝
大
教
授
、
東
京
女
子
大
学
初
代
学
長
な
ど
を
歴
任
。
明
治
３４

年
後
藤
新
平
ら
の
招
聘
を
受
け
、
台
湾
総
督
府
の
技
師
に
任
命
さ
れ
、
台
湾
糖
業
の
基

礎
を
築
く
こ
と
に
貢
献
し
た
。
明
治
３９
～
大
正
２
年
第
一
高
等
学
校
長
と
し
て
学
生
に

深
い
人
格
的
影
響
を
与
え
た
。
大
正
８
年
～
昭
和
元
年 

国
際
連
盟
事
務
次
長
と
し
て

活
躍
。
著
書
『
武
士
道
』
は
有
名
。 

 <

展
示
書
簡> 

明
治
２９
年
５
月
１５
日
付
〔
封
書
・
墨
書
き
〕 

此
書
御
出
発
前
ニ
相
達
候
ヘ
ハ
乍
御
面
倒
は
が
き
ニ
て
御
落
手
の
旨
御
報
被
下
度

候 

四
五
日
前 

御
芳
翰
を
辱
ふ
し 

今
般
貴
社
徳
富
君
並
ニ
貴
君
御
渡
米
被
遊

候
ニ
付 

往
地
ニ
於
て
小
生
知
己
の
者
共
有
之
候
得
者 

一
書
を
添
候
様
御
所
望

の
段
承
知
仕
候 

至
急
返
書
差
上
度
存
候
処 

小
生
近
頃
不
快
の
為
め
執
筆
不
自

由
ニ
御
座
候
間 

乍
不
本
意
今
日
迄
て
延
引
致
候 

不
悪
御
宥
恕
被
下
度
願
候 

然
し
此
便
二
間
ニ
あ
ハ
ぬ
分
ハ
次
便
ニ
は
必
ら
す
間
に
遇
候
様 

左
の
人
々
に
書
を
送
り
可
申
候
間 

責
君
米
国
東
岸
に
（
桑
港
近
場
ニ
御
滞
在
有
之

候
半
）
御
達
し
に
先
た
ち
て 

書
面
相
着
可
致
と
存
侯 

故
に
左
記
の
人
を
御
訪
問

有
之
候
節
ハ 

小
生
よ
り
紹
介
書
既
に
相
達
居
候
積
り
ニ
て 

御
名
刺
御
通
し
被

下
候
ハ
ゝ 

可
然
と
存
候 

 

一 P
ro

f.D
r.E

ly,S
ta

te
 U

n
iv

e
rs

ity,M
a
d
is

o
n

,W
is

c
p
m

s
o
m

 

御
承
知
ニ
も
候
半
経
済
学
者 

一 P
ro

f.D
r.J

a
m

e
s
, U

n
iv

e
rs

ity o
f C

h
ic

a
g
o
 

国
家
学
家
、
財
政
学
者
と
し
て
ハ
米
国
第
一
流
と
存
候 

一 S
e
n

e
to

r C
h

a
c
e
 V

a
lle

y F
a
lls

,R
h

o
d
e
 Is

la
n

d
 

同
氏
ハ
病
身
な
れ
は
御
面
会
ハ
六
ヵ
敷
か
と
難
存
候
へ
共 

次
に
記
名
致
候 

ペ

リ
ー
氏
方
ニ
衛
尋
相
成
候
ハ
ゝ
後
御
訪
問
の
程
御
決
し
被
下
度
候 

若
し
同
氏
ニ

御
面
会
出
来
候
得
は 

政
治
、
実
業
上
の
竒
説
可
有
之
と
存
候 

同
氏
の
宿
所
失
念
致
候
得
共 

ボ
ス
ト
ン
ニ
て D

ire
c
to

ry 

御
一
覧
被
下
候
得
は 

直
に
解
り
べ
く
と
存
候 

蘇
峰
の
人
物
評 

   

熱
情
と
感
激
性
と
侠
気
の
持
主
・
後
藤 

彼
が
胸
中
に
は
つ
ね
に
一
片
の
侠
気
が
あ
っ
た
。
彼
が
ど
れ
程
の
勇
気
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う

こ
と
は
断
言
が
出
来
ぬ
が
、
少
く
と
も
所
信
を
公
言
し
、
且
つ
所
信
を
断
行
す
る
に
決
し
て
遅
疑

し
な
か
っ
た
。
例
へ
ば
彼
が
ソ
連
と
の
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
、
ヨ
ッ
フ
ェ
を
日
本
に
招
き
寄
せ
、

自
ら
そ
の
談
判
の
衝
に
当
っ
た
る
が
如
き
、
こ
れ
が
た
め
に
彼
の
身
辺
ま
で
も
危
険
を
覚
え
し
め

る
に
至
っ
た
が
、
彼
は
毫
も
そ
れ
の
た
め
に
遅
疑
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
彼
が
世
間

の
空
気
な
ど
に
は
無
頓
着
で
あ
っ
た
た
め
と
い
う
人
も
あ
ろ
う
が
、
彼
は
決
し
て
無
頓
着
で
は
な

か
っ
た
。
寧
ろ
世
間
の
毀
誉
褒
貶
を
顧
み
ず
自
分
の
所
信
に
躍
進
し
た
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
勇
気

と
言
う
よ
り
外
に
説
明
の
言
葉
は
あ
る
ま
い
。
彼
は
常
に
『
人
の
世
話
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
人
の
世

話
を
焼
く
よ
う
、
人
の
世
話
を
焼
い
て
そ
の
報
い
を
求
め
ぬ
よ
う
』
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
い
た
。
こ
れ
は
如
何
に
も
彼
ら
し
き
訓
言
で
あ
る
。
彼
は
全
く
そ
の
通
り
に
行
っ
た
。
予
は

彼
の
親
友
と
し
て
こ
れ
を
天
下
に
向
っ
て
保
証
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
而
も
予
ば
か
り
で
な
く
、

他
に
も
幾
多
の
保
証
人
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。（『
蘇
翁
感
銘
録
』
徳
富
猪
一
郎
著 
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一 
D

r.G
riffis

,Ith
a
c
a
,N

.Y
. 

別
に
紹
介
も
不
必
要
と
存
候
同
氏
ハ
拙
者
家
内
の
叔
父
ニ
有
之
候 

同
氏
御
訪
問

相
成
候
へ
は 

種
々
の
人
々
に
御
紹
介
の
労
を
喜
ん
で
可
致
候 

殊
に
工
業
・
商
業

社
会
ニ
は
知
人
も
有
之
候
間 

御
訪
被
下
度
候 

拙
者
費
府
ニ
ハ
不
少
友
人
も
有

之
候
間
分
な
り
御
紹
介
致
度
存
候
へ
共 

却
て 

E
lk

in
to

n

氏
の
手
を
経
る
方
可

然
と
存
候 
同
氏
ニ
ハ
今
便
ニ
て
貴
君
の
御
出
発
の
事
申
置
候 

ホ
ル
チ
モ
ー
ル
府 

J
o
h

n
s
 H

o
p
k
in

s

大
学
ニ
は
定
め
し
御
地
の
諸
氏
よ
り
添
書

可
有
之
と
存
候
間
別
に
差
上
不
申
候 

欧
州
へ
御
渡
た
り
相
成
候
得
者 

独
国
ニ

在
る
三
四
の
士
に
一
書
相
添
中
度
存
候
間 

米
国
御
滞
留
間
の
御
宿
所
承
り
置
度

存
候 

右
乱
筆
の
ま
ゝ
急
き
投
函
致
候 

 
 

 

不
具 

五
月
十
五
日
夜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
渡
戸 

深
井
様 

再
伸 

前
記E

lk
in

to
n

家
ハF

rie
n

d
即
ち Q

u
a
k
e
r

宗
派
ニ
御
座
候
間 

応
接

ス
ル
ニ
”M

r

”.o
r

”M
rs

.

”
ヲ
称
セ
ザ
ル
こ
と
及
び
其
他
種
々
異
風
點
有
之
候
間 

左
様
御
承
知
被
下
度
候 

札
幌
農
学
校 

新
渡
戸
稲
造 

封
筒
表 

東
京
市
京
橋
区
日
吉
町 

民
友
杜 

深
井
英
五
様 

封
筒
裏 

札
幌
能
学
校 

新
渡
戸
稲
造 

                

原 は

ら 

敬
た
か
し

（
１
８
５
６
～
１
９
２
１ 

安
政
３
～
大
正
１０
）
岩
手
県
盛
岡
市 

明
治
・
大
正
期
の
政
治
家
。
司
法
省
法
律
学
校
中
退
。
明
治
３
年
藩
校
作
人
館
に
入
り
、

翌
年
藩
主
の
経
営
す
る
東
京
の
英
学
校
共
慣
義
塾
に
学
ん
だ
が
、
学
費
が
続
か
ず
退
学
。

フ
ラ
ン
ス
人
経
営
の
東
京
天
主
教
会
神
学
校
に
入
り
、
洗
礼
を
う
け
タ
ビ
デ
＝
ハ
ラ
と

称
す
。
郵
便
報
知
新
聞
、
大
東
日
報
の
記
者
を
つ
と
め
、
外
務
省
入
省
を
契
機
に
官
界

へ
転
進
。
外
務
次
官
な
ど
を
歴
任
。
明
治
３０
年
官
界
か
ら
引
退
し
、
伊
藤
博
文
を
中
心

と
す
る
立
憲
政
友
会
に
参
加
。
政
友
会
の
実
力
者
と
し
て
西
園
寺
公
望
総
裁
を
補
佐
し
、

桂
園
内
閣
時
代
の
立
役
者
と
な
る
。
大
正
３
年
第
３
代
立
憲
政
友
会
総
裁
、
大
正
７
年

米
騒
動
で
寺
内
内
閣
が
倒
れ
る
と
、
政
党
政
治
家
と
し
て
最
初
の
政
党
内
閣
を
組
閣
、

<

平
民
宰
相>

と
し
て
世
論
の
支
持
を
受
け
た
。
し
か
し
社
会
運
動
を
弾
圧
、
普
選
拒
否
・

シ
ベ
リ
ア
出
兵
等
の
強
硬
政
策
を
遂
行
し
、
大
正
１０
年
１１
月
４
日
、
国
鉄
職
員
中
岡

艮
一
に
よ
っ
て
東
京
駅
で
暗
殺
さ
れ
た
。
号
・
一
山 

 <

展
示
書
簡> 

大
正
５
年
３
月
２４
日
付 

[

封
書
・
墨
書] 

拝
啓 

昨
今
愈
々
御
清
康
奉
賀
候 

陳
ハ
今
般
貴
著
大
正
政
局
史
論
御
恵
贈
仕
成
下 

御
芳
情
奉
深
謝
候 

右
貴
論
ハ
国
民
新
聞
紙
上
ニ
於
て
日
々
面
白
く
拝
見
致
し 

論

鋒
及
御
観
察
の
鋭
利
周
到
な
る
に
深
く
敬
服
罷
在
候
次
第
ニ
有
之 

確
ニ
本
書
ハ

現
代
及
将
来
ニ
亘
り
て
時
務
ニ
志
あ
る
も
の
の
好
参
考
書
た
る
は
申
す
ま
で
も
無

之 

小
生
よ
り
改
め
て
讃
辞
を
呈
す
る
の
必
要
も
無
之
と
奉
存
じ 

唯
先
日
も
拝
眉

の
節
に
一
言
仕
置
候
通 

小
生
の
親
敷
関
係
セ
し
も
の
又
ハ
委
敷
承
知
致
居
り
候
も

の
ニ
就
て
は
少
敷
愚
見
を
申
し
上
て
御
参
考
に
供
し
度
き
点
も
有
之
候
得
共
小
生

目
下
の
立
場
よ
り
し
て
其
事
不
相
叶
他
日
の
機
会
を
待
つ
の
外
な
き
は
誠
ニ
遺
憾

の
至
ニ
御
坐
候 

先
ハ
不
取
敢
拝
謝
の
意
ヲ
表
し
度
如
此
ニ
御
坐
候 

草
々
不
尽 

 

三
月
廿
四
日 

 
 

 
 

 
 

原 

敬 

徳
富 

猪
一
郎
殿 

封
筒
表 

赤
坂
青
山
南
町
六
丁
目 

徳
富
猪
一
郎
殿 

親
展 

封
筒
裏 

芝
公
園
七
号 

原 

敬 

     

蘇
峰
の
人
物
評
（
書
評
）「
新
渡
戸
博
士
の
『
偉
人
群
像
』
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

此
れ
は
新
聞
で
も
読
ん
だ
、
其
の
若
干
は
英
文
に
て
も
読
ん
だ
、
而
し
て
今
ま
た
書
物
と
し
て
繰
り

返
し
た
。
そ
れ
だ
け
面
白
き
読
物
だ
。
但
だ
此
れ
が
果
た
し
て
偉
人
の
群
像
で
あ
る
乎
、
否
乎
は
、

所
謂
偉
人
の
定
義
如
何
に
よ
る
と
で
は
あ
る
が
、
或
は
疑
問
も
出
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
も
そ

れ
は
銘
々
の
見
解
如
何
と
云
へ
ば
、
問
題
は
そ
れ
迄
だ
。 (

中
略) 

本
書
は
単
に
面
白
い
ば
か
り
で

な
く
、
往
々
我
等
を
教
訓
す
る
も
の
が
あ
る
。
「
マ
ル
ク
ス
な
ら
ば
一
度
は
読
ん
で
御
覧
な
さ
い
。

文
章
も
な
か
な
か
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
歴
史
を
述
べ
る
と
こ
ろ
等
は
面
白
く
読
め
ま
す
。
そ
う
し

て
論
鋒
も
頗
る
鋭
い
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
人
の
歴
史
の
読
み
方
が
大
分
間
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
逆
境
に
あ
っ
て
書
い
た
だ
け
あ
っ
て
、
正
義
と
か
公
平
と
か
い
う
方
面
に
は
、
大
分
欠
け
て
お

る
よ
う
に
見
受
け
る
」（
中
略
）
右
は
シ
モ
レ
ル
教
授
の
談
話
と
し
て
紹
介
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
如
何
に
も
我
が
意
を
得
た
る
心
地
が
す
る
。 

（
『
日
日
だ
よ
り
』
昭
和
７
年
１
月
13
日
徳
富
猪
一
郎
著
） 

 
 

 

 



 5 

                 

田 た

中
館

な

か

だ

て 

愛 あ

い

橘 き

つ

（
１
８
５
６
～
１
９
５
２ 

安
政
３
～
昭
和
２７
）
岩
手
県
二
戸
市 

明
治
１１
年
東
大
理
学
部
で
米
人
教
師
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
ら
に
学
び
、
明
治
２１
年
か
ら

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
。
帰
国
後
、
明
治
２４
年
の
濃
尾
大
地
震
を

機
と
し
て
設
け
ら
れ
た
震
災
予
防
調
査
会
の
中
心
人
物
と
な
る
。
帝
国
大
学
理
科
学
教

授
と
な
り
、
日
本
物
理
学
の
草
創
期
に
活
躍
し
、
そ
の
基
礎
を
築
い
た
。
日
本
式
ロ
ー

マ
字
創
始
者
。
昭
和
１９
年
文
化
勲
章
受
賞
。 

 <

展
示
書
簡> 

昭
和
１８
年
１
月
１
日
付
（
封
書
・
印
刷
） 

『R
o
m

a
z
i S

e
k
a
i

』[

ロ
ー
マ
字
世
界] 

昭
和
１７
年
８
月
号
抄
刷 

タ
イ
ト
ル
「IT

IK
O

O
 K

IN
E

N
K

A
I n

o
 O

M
IY

A
G

E

」 

 
    

封
筒
表 

大
森
区
山
王
町
一
、
二
八
五
二 

徳
富
猪
一
郎
様 

封
筒
裏 

小
石
川
区
雑
司
ヶ
谷
町
一
四
四 

田
中
館
愛
橘 

 

   

ひ
と
こ
と
解
説 

 

郵
送
さ
れ
た
『R

o
m

a
z
i S

e
k
a
i

』(

ロ
ー
マ
字
世
界)

に
は
「
マ
リ
ア

と
不
動
王
」
「
一
高
の
正
門
」
な
ど
の
見
出
し
で
田
中
館
愛
橘
の
日
々
の
随
想
が
ロ
ー
マ
字

で
綴
れ
て
い
る
。 

 

八
重
樫

や

え

が

し 

祈 き

美
子

み

こ(

１
９
０
４
～
１
９
４
３ 

明
治
３７
～
昭
和
１８)

岩
手
県
花
巻
市

号
・
東
香
。
徳
富
蘇
峰
の
秘
書
。
花
巻
高
等
女
学
校
、
精
華
高
等
女
学
校
を
経
て
、

青
山
女
学
院
英
文
科
卒
。
主
婦
之
友
社
の
婦
人
記
者
と
し
て
活
躍
。
そ
の
後
民
友
社

に
入
社
し
、
大
正
１５
年
蘇
峰
に
認
め
ら
れ
て
秘
書
と
な
る
。
口
述
筆
記
、
校
正
作
業

な
ど
を
担
当
し
た
。
癌
の
た
め
３９
歳
で
亡
く
な
る
。 

 <

展
示
書
簡> 

昭
和
１８
年
５
月
１７
日
付 

（
封
書
・
巻
紙
） 

錦
簡
恭
受
、
感
涙
と
共
に
拝
読
仕
り
ま
し
た
。
賎
志
尊
慮
を
煩
は
し
恐
縮
に
存
じ
ま

す
。
且
つ
又
た
過
分
の
御
見
舞
い
を
御
恵
投
に
與
り
い
つ
も
い
つ
も
の
御
温
情
、
拝

謝
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
病
状
も
一
進
一
退
の
有
様
に
て
困
却
致
し
て
を
り
ま
す
。

何
も
出
来
ず
容
膝
の
小
室
に
焦
燥
の
身
を
横
ふ
る
の
み
で
御
座
い
ま
す
。
紫
山
先
生

[

川
崎
三
郎]

の
帰
幽
に
は
全
く
驚
入
り
ま
し
た
。
せ
め
て
生
前
に
例
の
企
て
が
完
成
し

て
幾
分
に
て
も
晩
年
の
寂
実
を
お
慰
め
出
来
ま
し
た
ら
ど
ん
な
に
よ
か
っ
た
か
と
聯

か
残
念
に
も
存
じ
ま
す
。
二
十
四
、
五
日
に
は
必
ず
御
無
理
遊
さ
ぬ
様
そ
れ
の
み
今

か
ら
御
案
じ
致
し
て
を
り
ま
す
。
御
講
演
な
ど
も
是
非
短
く
遊
さ
る
る
様
切
に
御
願

申
し
上
げ
ま
す
。
御
眼
疾
呉
々
も
御
大
事
に
遊
さ
る
る
様
願
上
げ
ま
す
。
待
望
の
逗

子
御
伴
も
叶
は
ず
人
事
不
如
意
を
長
嘆
致
さ
ず
に
は
を
ら
れ
な
く
な
る
濡
訳
二
十
年

前
、
老
龍
庵
の
階
上
冷
き
お
茶
を
頂
て
御
話
を
伺
ひ
ま
し
た
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思

出
し
ま
す
。
仰
臥
の
執
筆
御
判
読
願
い
た
く
、
と
り
あ
へ
ず
御
礼
ま
で 

御
自
愛
を

願
上
げ
つ
つ 

又
拝 

封
筒
表 

楽
閑
荘
御
内 

徳
富
先
生 

 

封
筒
裏 

八
重
樫 

拝
上 

 

ひ
と
こ
と
解
説 

蘇
峰
は
入
院
中
の
八
重
樫
に
毎
日
速
達
で
愛
情
溢
れ
る
見
舞
状
を
送
り
続
け
た
。
１

３
０
通
に
及
ぶ
書
簡
は
、
『
徳
富
蘇
峰
翁
と
病
床
の
婦
人
秘
書
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
女
史
七
回
忌

の
昭
和
２４
年
に
野
ば
ら
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
本
年
展
示
の
書
簡
は
、
八
重
樫
が
入
院
す
る
２
ヶ
月

前
の
も
の
で
、
蘇
峰
に
宛
て
た
生
前
最
後
の
書
簡
と
思
わ
れ
る
。
封
筒
表
に
は
蘇
峰
の
赤
鉛
筆
で
「
東

香
最
後
の
書
簡
？
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
。
文
中
の
紫
山
（
川
崎
三
郎
）
は
、
「
信
濃
毎
日
」
主
筆
で

蘇
峰
の
人
物
評 

 

「
原 

敬
君
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

君
は
南
部
に
於
け
る
名
門
の
子
弟
で
あ
っ
た
。
南
部
の
鼻
曲
り
鮭
と
て
、
其
の
強
情
、
我
慢
は
、
本

来
の
持
前
で
あ
っ
た
。
併
し
少
年
時
代
よ
り
餓
鬼
大
将
の
気
分
が
饒
く
て
、
死
に
抵
る
迄
、
そ
れ
で

終
始
し
た
。
君
が
多
く
の
敵
が
あ
る
と
共
に
、
多
く
の
味
方
が
あ
っ
た
の
は
、
畢
竟
此
れ
が
為
め
だ
。

君
は
政
治
家
的
天
分
過
多
に
し
て
経
世
家
的
天
分
過
少
で
あ
っ
た
。
此
の
一
点
に
於
て
は
、
君
の
先

輩
陸
奥
君
と
は
、
大
な
る
相
違
が
あ
る
。
陸
奥
君
は
多
く
の
欠
点
が
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
尚
ほ
是
れ

経
綸
の
才
で
あ
っ
た
。
君
に
は
国
家
の
大
経
綸
と
云
う
如
き
も
の
は
、
不
幸
に
し
て
是
れ
な
か
っ
た
。

併
し
政
治
家
と
し
て
は
近
来
稀
有
の
雄
材
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

君
は
理
想
家
で
な
く
、
現
実
か
で
あ
っ
た
。
君
に
は
過
去
も
な
く
、
将
来
も
な
く
、
只
だ
現
在
の
み

で
あ
っ
た
。
世
界
の
公
人
中
、
恐
ら
く
君
の
如
く
、
今
日
主
義
に
徹
底
し
た
も
の
は
あ
る
ま
い
。（
中

略
）
原
君
は
時
々
刻
々
変
化
し
た
。
然
も
政
治
家
と
し
て
見
れ
ば
、
退
化
で
な
く
、
進
化
で
あ
っ
た
。

凡
そ
政
友
会
総
裁
と
し
て
の
原
君
程
、
其
の
威
信
の
党
内
に
徹
底
し
た
者
は
あ
る
ま
い
。
第
一
世
総

裁
の
伊
藤
公
よ
り
も
、
第
二
世
総
裁
の
西
園
寺
公
よ
り
も
、
第
三
世
の
原
君
が
、
始
め
て
名
実
両
な

が
ら
総
裁
た
る
の
推
戴
、
畏
愛
を
、
其
の
党
員
の
殆
ど
総
て
の
者
よ
り
か
ち
得
た
。 

（『
第
一
人
物
随
録
』
徳
富
猪
一
郎
著
） 
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史
家
で
も
あ
り
、
八
重
樫
の
漢
学
の
師
で
あ
っ
た
。 

       

   

秋
田
県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
平
福
百
穂
・
瀧
田
樗
陰
・
内
藤
湖
南
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

平ひ

ら

福ふ

く 

百
ひ
ゃ
く

穂す

い

（
１
８
７
７
～
１
９
３
３ 

明
治
10
～
昭
和
８
）
秋
田
県
角
館
市 

本
名
・
貞
蔵 

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
日
本
画
家
、
歌
人
。
日
本
画
家
・
平
福
穂
庵
の

子
。
明
治
27
年
上
京
し
て
川
端
玉
章
に
入
門
。
東
京
芸
術
学
校
卒
。
大
正
５
年
、
鏑
木
清

方
、
松
岡
映
丘
ら
と
金
鈴
社
結
成
。
一
方
で
明
治
36
年
頃
か
ら
は
伊
藤
左
千
夫
と
親
し
く

な
り
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
と
し
て
も
活
動
、
歌
集
「
寒
竹
」
を
残
す
。
明
治
40
年
に
『
国

民
新
聞
』
に
入
社
。
昭
和
４
年
に
退
社
す
る
ま
で
、
21
年
間
に
わ
た
っ
て
籍
を
置
い
た
。

議
会
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
版
修
正
な
ど
を
担
当
し
、
温
厚
な
人
柄
と
得
意
の
ス
ケ
ッ
チ
に
よ

り
、
国
民
新
聞
社
と
蘇
峰
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。 

 <

展
示
書
簡>  

大
正
９
年
２
月
16
日(

封
書
・
墨
書 

写
生
歌
添
え) 

謹
拝 

餘
寒
猶
未
だ
難
堪
候
処 

先
以
先
生
に
ハ
日
増
御
健
勝
ニ
被
為
渡
段
大
慶
ノ
至

り
に
奉
存
候 

将
又
先
日
ハ
御
高
吟
御
示
し
給
は
り
難
有
感
偑
仕
候 

疾
く
に
拝
趨
御

機
嫌
ヲ
伺
ひ
申
度
存
居
候
処 

去
る
一
日
よ
り
風
邪
ノ
気
味
に
て
十
日
程
引
篭
り
遂

彼
是
取
紛
れ
失
礼
仕
居
候 

此
頃
の
議
会
の
紛
乱
も
紙
上
に
て
承
知
聊
か
腕
の
鳴
る

を
覚
え
申
候
が 

是
も
不
精
仕
居
正
月
も
無
之
候 

乍
遅
引
先
ハ
右
御
禮
旁
々
御
詫

申
上
奉
り
度
如
斯
御
坐
候 

不
順
ノ
候 

御
自
愛
奉
祈
候 

頓
首 

二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
福
百
穂 

再
拝 

徳
富
蘇
峰
先
生 

侍
史 

封
筒
表 

相
州
湯
河
原 

徳
富
蘇
峯
先
生 

侍
史 

封
筒
裏 

東
京
市
外
上
目
黒
五
八
五 

平
福
百
穂 

       

       

♦ 

平
福
百
穂 

画 

「
椿
」 

（
屏
風
） 

♦ 

平
福
百
穂 

画 

蘇
峰
賛 

 

「
牛
」 

（
軸
物
） 

♦ 

平
福
百
穂
画 

蘇
峰
漢
詩 

「
野
山
勝
景
」 

（
画
帖
） 

 

瀧
田

た

き

た 

樗 ち

ょ

陰 い

ん

（
１
８
８
２
～
１
９
２
５ 

明
治
15
～
大
正
14 

秋
田
県
秋
田
市 

本
名
・
哲
太
郎 

明
治
・
大
正
期
の
編
集
者
。
政
治
家
・
実
業
家
町
田
忠
治
の
甥
。
東
京

帝
大
中
退
。
在
学
中
か
ら
「
中
央
公
論
」
の
編
集
を
手
伝
い
、
明
治
37
年
正
社
員
と
な
り

文
芸
欄
の
拡
張
に
努
め
、
大
正
元
年
主
幹
と
な
る
。
以
後
論
壇
・
文
壇
の
新
人
発
掘
と
育

成
に
力
を
注
ぐ
。「
中
央
公
論
」
の
基
礎
を
確
立
し
、
名
を
は
せ
た
。 

 <

展
示
書
簡>

 

大
正
11
年
11
月
12
日 

[

封
書
・
墨
書] 

拝
復 
お
手
紙
只
今
拝
見
仕
り
候 

新
年
号
に
御
寄
稿
下
さ
る
べ
き
御
好
意
感
偑
の
至

り
に
存
じ
奉
り
候 

十
二
月
号
の
仕
事
は
本
月
二
十
日
迄
に
終
り
、
廿
一
日
よ
り
今
月

末
ま
で
に
新
年
号
の
編
輯
を
終
る
都
合
に
相
成
り
居
り
候
へ
ば
廿
三
四
日
頃
よ
り
七

八
日
頃
ま
で
の
間
に
よ
り
可
能
の
時
日
御
指
定
下
さ
れ
度
御
本
宅
な
り
御
別
荘
な
り

新
聞
社
な
り
何
れ
に
て
も
よ
ろ
し
く
候
へ
ば
何
卒
時
日
御
指
定
の
程 

祈
上
候 

青

蘇
峰
の
人
物
評 

「
再
び
東
香
女
史
に
就
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
終
り
に
臨
み
一
言
す
る
が
、
若
し
女
史
が
大
正
の
末
期
に
、
予
に
出
会
わ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
ば
、

如
何
な
る
生
涯
を
送
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）
女
史
は
蘇
翁
の
記
室
と
し
て
、
最
も
其
の
処
を
得

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
信
ず
る
。（
中
略
）
女
史
を
世
間
の
凡
有
狼
よ
り
保
護
し
た
る
の
は
、
予
は
自
ら

そ
れ
を
期
し
た
の
で
は
な
い
が
、
結
果
と
し
て
は
予
の
力
で
あ
り
得
る
と
考
へ
る
。
こ
れ
を
以
て
聊

か
女
史
に
酬
ゆ
る
所
が
あ
っ
た
と
信
じ
、
予
の
良
心
も
些
さ
か
安
慰
を
感
じ
て
い
る
。 

（
徳
富
蘇
峰
著
『
徳
富
蘇
峰
翁
と
病
床
の
婦
人
秘
書
』） 

 

蘇
峰
峰
の
人
物
評 

「
追
憶
一
片
」 

大
正
二
年
二
月
桂
内
閣
の
瓦
解
に
よ
っ
て
、
予
の
身
辺
に
も
不
愉
快
な
こ
と
ば
か
り
多
か
っ
た
。
社

務
を
社
中
の
元
老
達
に
託
し
て
、
飄
然
と
し
て
平
福
さ
ん
と
旅
に
出
掛
け
た
。（
中
略
）
宿
屋
に
着
け

ば
、
頭
を
没
す
る
ほ
ど
、
書
画
帖
な
ど
を
積
み
立
て
、
そ
れ
に
平
福
さ
ん
が
絵
を
描
か
れ
、
そ
の
絵

に
ま
た
予
が
賛
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
予
も
出
ま
か
せ
に
其
時
其
時
に
文
句
を
即
時
に
作

っ
て
、
無
遠
慮
に
大
き
く
、
空
白
に
書
き
込
ん
だ
。
今
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、
ま
こ
と
に
心
無
き
業

で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
平
福
さ
ん
は
達
者
と
云
わ
ん
か
、
予
が
一
句
を
書
き
終
ら
ざ
る
に
、
既
に
次

の
幅
が
出
来
上
っ
て
、
予
は
そ
れ
に
追
い
ま
く
ら
れ
た
る
姿
で
あ
っ
た
。『
山
水
随
縁
記
』
に
お
け
る

挿
絵
は
、
何
れ
も
小
品
で
あ
る
が
、
予
の
文
章
の
如
き
は
、
こ
の
挿
絵
に
よ
っ
て
全
く
引
き
立
て
ら

れ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
下
手
の
義
太
夫
語
り
が
、
上
手
の
太
樟
で
引
き
立
て
ら
れ
た
の
と
同
様
で
あ

る
。（『
ア
ラ
ラ
ギ
平
福
百
穂
追
悼
号
』） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 7 

山
会
館
の
事
気
に
か
ゝ
り
居
り
毎
日
の
新
聞
の
金
額
の
多
寡
に
眼
を
配
り
な
が
ら
何

一
つ
お
手
傳
い
出
来
ぬ
を
御
申
訳
な
く
存
じ
も
申
候 

頓
首 

徳
富
蘇
峰
先
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀧
田
哲
太
郎
拝 

大
正
十
一
年
十
一
月
十
二
日 

朝 

封
筒
表 

相
州
逗
子
桜
山
老
龍
庵 

徳
富
蘇
峯
先
生 

侍
史 

封
筒
裏 

東
京
市
本
郷
区
本
郷
三
丁
目
六
番
地 

中
央
公
論
社
内 

瀧
田
哲
太
郎 

 

ひ
と
こ
と
解
説 

書
簡
中
に
書
か
れ
た
「
新
年
号
の
御
寄
稿
」
と
は
『
中
央
公
論
』
大
正
12
年
新
年
号

に
掲
載
さ
れ
た
「
還
暦
を
迎
ふ
る
一
新
聞
記
者
の
回
顧
」
の
記
事
の
事
で
、
昭
和
5
年
民
友
社
か
ら
発

行
さ
れ
た
『
老
記
者
叢
話
』(

徳
富
猪
一
郎
著)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
老
記
者
叢
話
』
の
序
文
に
は
、

「
本
書
中
「
還
暦
を
迎
ふ
る
一
新
聞
記
者
の
回
顧
」
の
長
編
は
、
大
正
11
年
の
冬
逗
子
野
史
亭
に
於
て
、

瀧
田
樗
陰
に
口
授
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
樗
陰
は
一
字
一
句
も
聴
漏
ら
さ
じ
と
筆
受
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
年
二
月
十
三
日
於
民
友
社 

蘇
峰
六
十
七
叟
」
と
あ
る
。
蘇
峰
と
中
央
公
論
と
の
関
係
は
、
明

治
２９
年
京
都
の
『
反
省
雑
誌
』
が
本
社
を
東
京
に
移
し
、
『
中
央
公
論
』
と
改
名
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
蘇
峰
の
代
表
的
著
作
『
蘇
峰
自
伝
』
（
昭
和
10
年
）
『
我
が
交
遊
録
』
（
昭
和
13
）
は
と
も
に
中
央

公
論
社
か
ら
出
版
さ
せ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

 

内
藤

な

い

と

う 

湖
南

こ

な

ん

（
１
８
６
６
～
１
９
３
４ 

慶
応
２
～
昭
和
９
）
秋
田
県
鹿
角
市 

本
名
・
虎
次
郎 

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
東
洋
史
学
者
。
秋
田
師
範
学
校
卒
業
。
上
京

後
、
『
日
本
人
』
『
万
朝
報
』
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
等
の
編
集
・
論
説
で
活
躍
。
日
露
戦
争

で
は
開
戦
論
を
展
開
し
た
。
一
方
で
中
国
研
究
に
関
し
て
も
造
詣
が
深
く
、
明
治
42
年
京

都
帝
国
大
学
史
学
科
東
洋
史
教
授
。
大
正
15
年
定
年
退
官
。
帝
国
学
士
院
会
員
。
そ
の
研

究
は
幅
広
く
、
日
本
史
に
も
業
績
を
残
す
。
戦
前
の
邪
馬
台
国
論
争
で
は
白
鳥
庫
吉
と
学

会
を
二
分
し
た
。 

 <

展
示
書
簡> 

明
治
38
年
６
月
20
日 

[

封
書
・
墨
書] 

拝
啓 

滞
京
中
ハ
種
々
御
厚
情
ヲ
蒙
り 

此
度
の
企
画
成
功
に
結
ひ
つ
き
し
も
御
高
庇

ニ
よ
る
こ
と
ゝ
感
謝
ヲ
不
禁
候 

さ
て
堀
内
中
佐
ニ
ハ
出
発
前
遂
に
再
面
晤
の
機
得
か

ね
候 

何
レ
書
状
ニ
て
い
ろ
い
ろ
添
書
そ
の
他
の
事
依
頼 

老
臺
の
御
手
許
ま
で
御
届

申
上
く
る
や
う
た
の
み
申
候 

つ
い
て
ハ
同
行
者
木
里
氏
出
発
前
拝
訪
の
都
合
ニ
つ
き

何
卒
そ
の
前
堀
内
中
佐
へ
一
応
電
話
ニ
て
御
通
じ
置
下
さ
れ
候
様
願
上
候 

出
発
ハ
廿

四
五
の
頃
ニ
相
成
可
申
候 

猶
か
の
地
よ
り
も
時
々
状
況
可
申
上
候 

草
々
不
一 

六
月
廿
日 

                                               

虎
二
郎 

蘇
峯
先
生 

侍
史 

封
筒
表 

東
京
橋
日
吉
町
国
民
新
聞
社 

徳
富
猪
一
郎
様 

封
筒
裏 

大
阪
東
区
内
海
詠
町
二
ノ
三 

内
藤
虎
次
郎 

 

宮
城
県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
吉
野
作
造
・
志
賀
潔
・
土
井
晩
翠
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

吉
野

よ

し

の 

作
造

さ

く

ぞ

う

（
１
８
７
８
～
１
９
３
３ 

明
治
11
～
昭
和
８
）
宮
城
県
大
崎
市 

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
政
治
学
者
。
二
高
在
学
中
に
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
。
東
大
卒
業

後
、
清
国
に
招
か
れ
袁
世
凱
の
長
男
袁
克
定
の
家
庭
教
師
を
務
め
、
明
治
42
年
帰
国
。

そ
の
後
欧
米
留
学
し
、
大
正
３
年
東
大
教
授
と
な
る
。
大
正
５
年
『
中
央
公
論
』
１
月
号

の
「
憲
政
の
本
義
を
説
い
て
其
の
有
終
の
美
を
済
ま
す
の
途
を
論
ず
」
で
、「
民
本
主
義
」

を
主
唱
し
た
。
大
正
13
年
東
大
教
授
の
職
を
辞
任
し
、
東
京
朝
日
新
聞
に
入
社
し
た

が
政
治
評
論
が
も
と
で
同
年
退
社
。
東
大
講
師
に
復
帰
し
、
大
正
13
年
明
治
文
化

研
究
会
を
設
立
し
「
明
治
文
化
全
集
」
全
24
巻
を
編
纂
・
刊
行
し
た
。 

 <

展
示
書
簡>

 

明
治
43
年
６
月
28
日
付 

[

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
の
絵
葉
書
・
ペ
ン
書] 

独
逸
の
新
聞
の
調
子
は
ド
ー
モ
日
本
に
対
し
て
小
憎
ら
し
く
て
堪
ら
ん
と
い
ふ
態
度

を
示
し
て
ゐ
る
や
う
で
す
が 

個
人
々
々
は
我
々
に
対
し
て
極
め
て
親
切
で
す 

又
当

地
の
新
開
は
支
那
に
対
し
て
馬
鹿
に
好
意
を
表
し(

一
学
生
が
ド
ク
ト
ル
に
な
つ
た
事

迄
も
仰
々
し
く
ほ
め
て
書
く
）
て
ゐ
る
が
個
人
々
々
は
支
那
人
を
皆
嫌
つ
て
ゐ
る
や
う

で
す 

独
乙
一
般
の
人
間
の
頭
に
は
支
那
も
日
本
も
な
い
の
で
し
や
う
が 

所
謂
識
者

（
？
）
と
い
ふ
連
中
は
具
体
的
の
日
本
人
に
は
わ
だ
か
ま
り
は
毛
頭
持
た
な
い
が
抽
象

的
の
日
本
と
云
ふ
者
を
ヒ
ド
ク
気
に
し
て
る
と
思
は
れ
ま
す 

支
那
は
其
反
対
。
我
々

共
は
最
モ
普
露
西
と
近
き
バ
ー
デ
ン
国
に
居
て
す
ら
非
常
に
居
心
地
が
よ
ろ
し
う
厶

い
ま
す 

六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
て 

吉
野
生 葉

書
表 
東
京
市
京
橋
区
日
吉
町 

民
友
社 

徳
富
猪
一
郎
様 

 

葉
書
裏 

G
ru

B
 v

o
n

 S
.Y

o
sh

in
o
 b

e
i F

ra
u

 L
a

v
ith

a
u

s str.H
e
id

e
lb

e
rg
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志
賀

し

が 

潔
き
よ
し

（
１
８
７
０
～
１
９
５
７ 

明
治
３
～
昭
和
32
）
宮
城
県
仙
台
市 

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
細
菌
学
者
。
東
大
卒
。
卒
業
後
た
だ
ち
に
伝
染
病
研
究
所
に
入

り
、
北
里
柴
三
郎
の
指
導
に
よ
り
、
明
治
31
年
赤
痢
菌
を
発
見
。
一
躍
世
界
に
知
ら
れ
る
。

明
治
34
年
ド
イ
ツ
に
留
学
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
実
験
治
療
研
究
所
で
生
物
化
学
・
免
疫

学
を
研
究
し
た
。
明
治
38
年
医
学
博
士
。
大
正
３
年
、
伝
染
病
研
究
所
の
東
大
移
管
に
際

し
て
、
北
里
柴
三
郎
ら
と
同
所
を
辞
し
、
大
正
４
年
新
設
さ
れ
た
北
里
研
究
所
に
入
る
。

大
正
９
年
慶
大
教
授
。
大
正
14
年
京
城
帝
大
の
初
代
医
学
部
長
と
な
り
昭
和
４
年
同
大
学

総
長
と
な
る
。
昭
和
19
年
文
化
勲
章
受
章
。
著
書
に
『
或
る
細
菌
学
者
の
回
想
』
が
あ
る
。 

 <

展
示
書
簡> 

昭
和
15
年
８
月
25
日
付 

[

封
書
・
墨
筆] 

拝
啓 

昨
日
ハ
私
共
夫
妻
ま
で
御
寵
招
を
蒙
り
御
家
族
総
動
員
に
て
の
御
心
尽
し
の
御

歓
待
に
預
り
御
厚
情
感
謝
の
至
り
に
不
堪
厚
く
御
礼
申
上
候 

又
萩
園
内
に
て
頂
戴

致
し
阿
ん
餅
は
飯
島
翁
と
共
に
汽
車
中
又
一
ツ
結
構
こ
の
上
な
く
統
制 

 

忘
れ
得

ぬ
風
味
に
有
之
候 

湖
畔
に
伺
い
「
熱
滅
天
に
通
し
」
云
々
の
御
話
ハ
帰
途
思
ひ
出
し

て
は
独
り
胸
を
躍
ら
し
晴
々
し
き
気
分
に
て
さ
ら
に
富
士
の
霊
姿
を
ふ
り
か
へ
り
眺

め
候 

 

昭
和
十
五
年
八
月
廿
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

志
賀 
潔 

い
ち
子 

徳
富
蘇
峰
先
生 

御
奥
様 

封
筒
表 

富
士
山
麓
山
中
湖
畔 

双
宜
荘 

徳
富
蘇
峯
先
生 

封
筒
裏 

東
京
市
赤
坂
区
青
山
高
樹
町 

志
賀 

潔 

 

土
井

ど

い 

晩 ば

ん

翠 す

い

（
１
８
７
１
～
１
９
５
２ 

明
治
４
～
昭
和
27
）
宮
城
県
仙
台
市 

本
名
・
林
吉
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
詩
人
・
英
文
学
者
。
東
大
英
文
科
卒
。
在
学
中

の
明
治
29
年
「
帝
国
文
学
」
編
集
委
員
に
な
り
作
品
を
発
表
。
明
治
32
年
第
一
歌
集
『
天

地
有
情
』
を
刊
行
し
、
島
崎
藤
村
と
並
び
称
さ
れ
る
新
体
詩
人
と
な
る
。
以
後
、
評
論
、

翻
訳
で
も
多
数
の
著
作
を
な
し
た
。
漢
文
脈
の
雄
渾
な
詩
風
「
晩
翠
調
」
は
校
歌
、
寮
歌

の
作
詞
に
受
け
つ
が
れ
て
い
く
。
明
治
34
年
に
発
表
さ
れ
た
晩
翠
作
詞
・
滝
廉
太
郎
作
曲

の
「
荒
城
の
月
」
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
年
、
私
費
で
イ
ギ
リ
ス
に
外
遊
し
、
ロ
ン
ド
ン

で
は
夏
目
漱
石
の
下
宿
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
の
後
欧
州
を
ま
わ
り
、
明
治
37
年
帰
国
。
昭

和
９
年
ま
で
二
校
教
授
を
勤
め
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
。
訳
書
で
は
「
イ
ー
リ
ア
ス
」

「
オ
デ
ュ
ッ
セ
ー
ア
」
な
ど
。
昭
和
22
年
芸
術
院
会
員
と
な
り
、
昭
和
25
年
文
化
勲
章
受

賞
。
仙
台
名
誉
市
民
に
も
な
っ
た
。 

 <

展
示
書
簡> 

昭
和 

年
８
月
17
日
付 

[

封
書
・
墨
書] 

謹
啓 

八
月
十
六
日
の
中
外
日
報
に
よ
り
神
経
痛
に
御
難
儀
の
旨
を
拝
承
切
に
尹
御

同
情
申
し
上
げ
ま
す
。
た
ま
た
ま
今
日
来
訪
の
客
が
神
経
痛
に
悩
み
テ
百
万
治
療
を
試

み
て
も
不
可
、
最
後
に
左
の
方
法
に
て
全
癒
し
た
り
と
申
し
ま
し
た
。
味
噌
（
普
通
）

を
痛
い
処
へ
ぬ
り 

其
の
上
を
紙
で
蓋
ふ
と
い
ふ
至
極
簡
便
な
方
法
で
あ
り
ま
す
。
御

試
み
な
さ
れ
て
は
如
何 

今
朝
○
来
客
あ
り
、
昨
朝
十
六
日
の
中
外
日
報
着
、
何
や
ら

因
縁
ら
し
く
も
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。
と
り
急
ぎ
御
一
筆
申
上
ま
す
。 

敬
具 

八
月
十
七
日 

 

軽
井
沢
町
星
野
温
泉
地
四
十           

 

土
井 

晩
翠 

 

徳
富
蘇
峯
先
生 

侍
史 

 

封
筒
表 

山
梨
県
山
中
湖
畔 

双
宜
荘 

徳
富
蘇
峯
様 

 
 

封
筒
裏 

長
野
県
軽
井
沢
町
星
野
温
泉
地
四
〇 

土
井 

晩
翠 

            

ひ
と
こ
と
解
説 

夏
目
漱
石
に
関
す
る
一
件
と
は
、
留
学
中
の
漱
石
の
神
経
衰
弱
状
態
を
土
井
晩
翠
が

外
務
省
に
連
絡
し
た
た
め
日
本
で
騒
ぎ
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
晩
翠
は
こ
の
件

に
関
す
る
弁
明
を
「
漱
石
さ
ん
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

夏
目
夫
人
に
ま
い
ら
す
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
随
筆
集
に
収
録
し
て
い
る
。 

   

蘇
峰
の
人
物
評(

書
評)

「
土
井
晩
翠
学
士
の
随
筆
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
中
略
）
夏
目
漱
石
に
関
す
る
一
件
は
寧
ろ
著
者
に
取
り
て
当
惑
の
事
情
を
、
其
の
未
亡
人
に
向

っ
て
弁
明
し
た
る
も
の
に
し
て
、
我
等
も
著
者
が
偶
然
の
事
か
ら
、
つ
ま
ら
ぬ
濡
衣
を
着
せ
ら
れ

た
こ
と
を
同
情
す
る
に
遅
疑
し
な
い
。
而
し
て
著
者
の
弁
明
を
無
条
件
に
受
け
取
ら
ん
と
す
る
者

で
あ
る
。(

中
略)

終
尾
の
「
子
の
喪
を
悲
し
む
」
に
至
り
て
は
、
卒
讀
に
禁
へ
な
い
。
そ
は
申
す

迄
も
な
く
、
記
者
も
亦
た
此
の
深
刻
な
る
経
験
の
苦
杯
を
満
喫
し
た
る
一
人
で
あ
る
か
ら
だ
。
附

録
の
令
夫
人
「
照
子
の
思
ひ
出
」
は
尚
更
ら
で
あ
る
。 

（『
日
日
だ
よ
り
』
昭
和
９
年
12
月
15
日 

徳
富
猪
一
郎
著
） 
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山
形
県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
伊
藤
忠
太
・
安
達
峰
一
郎
・
斉
藤
茂
吉
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
伊
東

い

と

う 
忠

ち
ゅ
う

太 た

（
１
８
６
７
～
１
９
５
４ 

慶
応
３
～
昭
和
２９
） 

山
形
県
米
沢
市 

建
築
家
・
美
術
史
家
。
明
治
26
年
大
学
院
在
学
中
に
「
法
隆
寺
建
築
論
」
と
題
し
、
初
め

て
の
法
隆
寺
の
建
築
学
的
な
研
究
を
発
表
し
、
法
隆
寺
研
究
の
道
を
開
い
た
。
明
治
34
年

工
学
博
士
と
な
り
翌
明
治
35
年
中
国
・
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
・
エ
ジ
プ
ト
・
ト
ル
コ
・
欧
米

を
歴
遊
し
、
明
治
38
年
帰
国
。
大
正
13
年
に
は
沖
縄
の
建
造
物
の
調
査
を
政
府
に
具
申
し
、

数
多
く
の
文
化
財
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
３
年
、
東
大
を
退
官
し
た
の
ち
、
早
大

教
授
と
な
り
建
築
史
を
講
義
。
主
な
設
計
は
明
治
神
宮
神
殿
、
築
地
本
願
寺
な
ど
が
あ
る
。

古
社
寺
保
存
会
員
・
国
宝
保
存
会
員
・
学
士
員
会
員
・
芸
術
院
会
員
と
し
て
、
永
く
建
築

界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
蘇
峰
と
同
じ
昭
和
18
年
に
文
化
勲
章
受
章
。 

 <

展
示
書
簡> 

昭
和
７
年
２
月
27
日
（
消
印
） 

蘇
峰
の
古
稀
祝
賀
会
の
出
欠
の
返
信
葉
書
。 

＊
出
席
・
欠
席
の
ど
ち
ら
に
も
印
が
な
い
。 

 

ひ
と
こ
と
解
説 

古
稀
祝
賀
会
の
出
席
者
名
簿
に
は
、
伊
東
の
名
が
あ
り
、
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

安
達

あ

だ

ち 

峰 み

ね

一
郎

い

ち

ろ

う

（
１
８
６
９
～
１
９
３
４ 

明
治
２
～
昭
和
９
）
山
形
県
山
辺
町
明

治
か
ら
昭
和
に
掛
け
て
活
躍
し
た
日
本
の
外
交
官
。
国
際
法
学
者
。
東
大
卒
。
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
の
「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
議
定
書
」
で
日
本
の
立
場
を
説
明
す
る
峰
一
郎
の
様
子

を
み
て
、
新
渡
戸
稲
造
は
「
安
達
の
舌
は
国
宝
だ
」
と
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
説
得
力
を
絶

賛
し
た
。
国
際
連
盟
日
本
代
表
。
正
義
と
公
平
に
も
と
ず
く
見
識
は
、
各
国
か
ら
厚
い
信

頼
と
尊
敬
を
得
た
。
昭
和
５
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
所
長
。
任
地
オ
ラ
ン
ダ
で
客
死
。
そ

の
業
績
に
よ
り
、
昭
和
９
年
オ
ラ
ン
ダ
国
国
葬
・
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
所
葬
と
し
て
葬

儀
が
営
ま
れ
た
。 

 <

展
示
書
簡> 

昭
和
６
年
６
月
30
日
付
（
封
書
・
ペ
ン
書
き 

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
よ
り
） 

拝
啓 

去
五
月
廿
七
日
朝
刊
、
日
日
紙
上
ニ
テ
貴
見
ヲ
拝
シ
感
悦
ニ
不
堪 

一
書
啓
上

仕
度
ク
、
ア
セ
リ
居
候
内
ニ
、
六
月
六
日
付
御
懇
書
ニ
接
シ
、
御
全
快
ノ
御
事
ヲ
確

知
シ
欣
喜
ノ
至
り
。
此
上
ト
モ
切
二
御
自
愛
、
永
ク
健
全
ニ
入
ラ
セ
ラ
ル
様
、
向
天
切

こ
祈
上
侯 

小
生
モ
年
初
、
国
際
法
院
ニ
長
タ
ル
ヲ
諾
シ
候
以
来
、
コ
レ
マ
デ
感
ジ
タ

ル
事
ナ
キ
重
責
ヲ
感
ジ
、
且
ツ
今
春
以
来
、
意
外
ニ
モ
国
際
紛
争
重
要
事
件
多
数
持
込

マ
レ
、
年
末
マ
デ
ー
日
ノ
休
ナ
ク
開
廷
審
理
ヲ
要
シ
（
皆
欧
州
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ハ

至
幸
ニ
候
）、
多
忙
ニ
閉
口
致
居
候
へ
ド
モ
、
幸
二
至
健
。
何
卒
御
安
心
被
下
度
願
上
候
。

唯
今
ハ
独
墺
〔
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
〕
関
税
合
併
問
題
公
判
準
備
中
ニ
テ
、
ケ
ロ

グ
、
王
寵
恵
、
ブ
ス
タ
マ
ン
テ
等
モ
、
遠
国
ヨ
リ
着
牙
〔
ハ
ー
グ
〕
に
到
着
。
三
百
以

上
ノ
記
者
モ
来
着
。
騒
然
、
混
雑
致
居
候
。
当
国
ノ
如
キ
モ
、
世
界
不
景
気
ノ
影
響
ヲ

受
ケ
タ
レ
ド
モ
、
諸
社
会
少
シ
モ
乱
レ
ズ
。
微
小
ナ
ガ
ラ
感
嘆
ノ
目
的
相
成
居
候
。
何

レ
不
遠
、
諸
国
回
復
二
向
フ
事
卜
認
メ
ラ
レ
候
。
支
那
ノ
方
ハ
将
来
、
可
ナ
リ
永
ク
混

乱
ヲ
呈
セ
ラ
ル
ベ
ク
、
其
後
ハ
多
分
、
一
種
特
別
ノ
連
邦
為
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
存
候
。

之
ニ
依
リ
テ
国
策
ヲ
樹
立
セ
バ
、
我
常
ニ
究
セ
ザ
ル
べ
シ
ト
、
遠
処
ヨ
リ
観
測
セ
ラ
レ

候
。
取
込
中
御
清
康
ヲ
祈
り
、
且
ツ
明
治
卅
八
年
五
月
ノ
昔
ヲ
追
想
シ
、
深
ク
敬
仰
ノ

誠
意
ヲ
表
上
申
候
。 

六
、
卅
、
海
牙 

 
 

 
 

安
達
謹
拝 

蘇
峰
先
生
侍
史 

封
筒
表 

東
京
新
井
宿
二
八
三
二 

徳
富
猪
一
郎
様 

封
筒
裏 

M
.A

d
a
c
h

i

の
印
で
封
印 

 

♦
昭
和
６
年
11
月
６
日
（
消
印
）
で
オ
ラ
ン
ダ
の
新
聞
「D

E
 
T

E
L
E

G
R

A
A

F

」
の

「J
A

P
A

N
=C

H
IN

A

」
と
題
し
た
政
治
漫
画
が
蘇
峰
に
送
ら
れ
て
き
た
。 

 

ひ
と
こ
と
解
説 

新
聞
切
り
抜
き
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
と
英
語
で
書
か
れ
た
コ
メ
ン
ト
が
入
り
「
国
際
司

法
裁
判
所
長
・
安
達
峰
一
郎
閣
下
に
捧
げ
る
」「
日
本
の
平
和
の
精
神
が
軍
国
主
義
者
た
ち
に
勝
利
す

る
こ
と
を
祈
る
」
と
あ
る
。  

 
斉
藤

さ

い

と

う 
茂 も

吉 き

ち

（
１
８
６
９
～
１
９
３
５ 

明
治
15
～
昭
和
28
） 

山
形
県
上
山
市 

歌
人
・
医
学
博
士
。
斉
藤
紀
一
の
養
子
。
東
大
医
学
部
卒
。
明
治
39
年
伊
藤
左
千
夫
の

門
下
と
な
り
『
馬
酔
木
』『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
短
歌
や
評
論
を
発
表
、
左
千
夫
没
後
は
島

木
赤
彦
ら
と
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
中
心
的
歌
人
と
な
る
。
大
正
10
年
文
部
省
在
外
研
究
員
と

し
て
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
４
年
間
精
神
病
学
の
研
究
に
専
念
。
大
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正
14
年
帰
国
。
翌
年
養
父
の
後
を
受
け
、
青
山
脳
病
院
院
長
と
な
る
。
赤
彦
没
後
は
『
ア

ラ
ラ
ギ
』
を
背
負
っ
て
活
躍
。 

 <

展
示
書
簡> 

昭
和
25
年
６
月
２
日
付
（
封
書
・
墨
書
） 

謹
啓 
今
日
は
計
ら
ず
も
御
手
紙
い
た
ゞ
き
ま
し
て
感
涙
に
む
せ
び
ま
し
た 

先
生

御
丈
夫
に
わ
た
ら
せ
玉
ふ
こ
と
何
と
い
ふ
幸
福
で
ご
ざ
い
ま
せ
う 

昨
年
の
夏
は
川

田
君
と
お
会
し
ま
し
て
先
生
の
御
事
を
談
り
あ
い
ま
し
た
が
参
上
も
か
な
は
ず
一

年
過
ぎ
て
し
ま
ひ
ま
し
た 

本
年
は
じ
め
よ
り
元
気
失
ひ
寝
た
り
起
き
た
り
で
ご
ざ

い
ま
す 

今
日
計
ら
ず
も
御
手
紙
ニ
接
し
ま
し
て
涙
せ
き
あ
へ
ず
自
分
な
が
ら
あ
や

し
ん
で
居
り
ま
す 

小
生
如
き
年
齢
に
て
は
先
生
か
ら
御
ら
ん
に
な
れ
ば
お
孫
ぐ
ら

ゐ
な
年
齢
で
ご
ざ
い
ま
す
が
身
の
衰
へ
が
手
き
び
し
く
巡
っ
て
ま
ゐ
り
ま
す 

ア
ラ

ラ
ギ
御
ら
ん
た
ま
は
り
ま
し
て
無
上
の
忝
さ
で
ご
ざ
い
ま
す 

小
生
も
ア
ラ
ラ
ギ
で

は
辛
う
じ
て
餘
喘
を
保
つ
懇
で
ご
ざ
い
ま
す 

平
福
一
郎
君
は
帝
大
医
科
で
病
理

学
の
助
教
授
に
な
っ
て
居
ら
れ
ま
す 
御
手
紙
に
平
福
画
伯
に
及
ば
れ
ま
し
た
事

は
何
と
も
忝
ひ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す 

ど
う
ぞ
先
生
に
は
百
歳
以
上
願
上
ま
す 

小
生
の
伯
母
は
九
十
九
歳
ま
で
長
生
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す 

熊
本
の
竹
下

兄
も
す
で
に
泉
下 

田
尻
兄
は
ど
う
な
さ
い
ま
し
た
か 

小
生
山
形
県
に
疎
開
后

は
全
く
消
息
を
絶
ち
ま
し
た 

西
洋
流
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
小
生
只
今
六
十

九
歳
に
な
り
ま
し
た 

先
生
の
神
経
御
病
御
軽
減
の
こ
と
と
何
と
も
御
め
で
た
く

御
よ
ろ
こ
び
申
上
げ
ま
す 

頓
首 

六
月
二
日 

斎
藤 

茂
吉
拝 

徳
富
猪
一
郎
先
生 

玉
案
下 

封
筒
表 

熱
海
市
伊
豆
山
押
出 

徳
富
猪
一
郎
先
生 

封
筒
裏 

東
京
世
田
谷
区
代
田
一
ノ
四
〇
〇 

斎
藤
茂
吉 

九
拝 

         

         

福
島
県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
山
川
健
次
郎
・
朝
河
貫
一
・
星
一
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
川

や

ま

か

わ 

健 け

ん

次
郎

じ

ろ

う

（
１
８
５
４
～
１
９
３
１ 

安
政
元
年
～
昭
和
６
）
福
島
県
会
津 

会
津
藩
士
山
川
尚
江
の
三
男
。
９
歳
か
ら
藩
校
日
新
館
に
学
び
、
15
歳
の
と
き
、
藩
の
軍

制
改
革
に
よ
り
白
虎
隊
に
編
入
さ
れ
る
が
、
若
年
の
た
め
一
旦
除
隊
、
し
か
し
城
下
に
戦

火
が
及
ぶ
と
籠
城
戦
に
加
わ
っ
た
。
開
城
後
、
新
潟
へ
逃
れ
た
後
、
東
京
へ
出
て
苦
学
し

た
。
18
歳
で
政
府
の
ア
メ
リ
カ
留
学
生
に
選
ば
れ
、
エ
ー
ル
大
学
で
物
理
を
学
び
22
歳
で

学
位
を
取
得
。
帰
国
後
、
東
京
開
成
学
校
で
教
鞭
を
取
っ
た
。
東
京
大
学
に
改
組
さ
れ
る

と
、
26
歳
で
最
初
の
物
理
学
教
授
と
な
り
、
48
歳
で
総
長
と
な
っ
た
。
戸
水
事
件
で
は
自

ら
辞
任
す
る
こ
と
で
混
乱
を
治
め
た
。
そ
の
後
九
州
、
東
京
、
京
都
の
各
帝
大
の
総
長
を

務
め
、
大
学
教
育
の
発
展
に
努
力
し
た
。
兄
・
山
川
浩
は
幕
末
の
武
士
、
明
治
時
代
の
陸

軍
軍
人
、
政
治
家
。
姉
・
山
川
二
葉
は
、
明
治
時
代
初
期
の
教
育
者
。
妹
・
大
山
捨
松
は

日
本
初
の
女
子
留
学
生
で
大
山
巌
夫
人
で
あ
る
。 

 <
展
示
書
簡> 

大
正
12
年
12
月
□
日
付
（
封
書
・
墨
書
） 

向
寒
の
候
ニ
御
坐
候
処 

益
々
御
清
栄
ニ
御
坐
候
半 

奉
賀
候 

扨
『
正
書
公
政
教
要

録
』
と
申
す
書
別
封
ニ
て
貴
御
覧
ニ
呈
し
候
、
老
台
修
史
の
御
参
考
と
し
て
差
上
呉
れ

候
様
見
称
山
義
□
の
人
々
の
市
望
に
つ
き
如
此
に
御
坐
候 

敬
具 

大
正
十
二
年
十
二
月
廿
四
日 

健
次
郎 

徳
富
殿 封

筒
表 
東
京
府
下
大
森
町
源
蔵
原 

 

徳
富 

猪
一
郎
殿 

封
筒
裏 

東
京
府
西
巣
鴨
町 

池
袋 

山
川 

健
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蘇
峰
の
人
物
評(

書
評) 

「
金
槐
集
私
鈔
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

医
学
博
士
斎
藤
茂
吉
君
の
『
金
槐
集
私
鈔
』
は
、
其
の
丁
数
、
四
六
判
四
百
頁
に
過
ぎ
ざ
る
も
、

力
作
と
云
ふ
も
、
過
甚
で
あ
る
ま
い
。
實
に
熟
読
す
る
価
値
が
あ
る
、
精
読
す
る
価
値
が
あ
る
。

今
更
ら
鎌
倉
右
大
臣
の
和
歌
を
、
我
等
が
礼
讃
し
た
と
て
、
別
に
香
ば
し
き
こ
と
は
な
い
。
さ
れ

ど
如
何
に
自
制
せ
ん
と
し
て
も
、
彼
の
和
歌
を
礼
讃
し
た
く
な
る
。
彼
の
和
歌
に
は
、
確
か
に
生

命
が
あ
る
。
気
魄
が
あ
る
。
青
春
の
血
液
が
流
れ
、
且
つ
溢
れ
て
い
る
。
何
ん
ど
必
ら
ず
し
も
巧

と
、
拙
と
を
問
は
ん
や
だ
。 

斉
藤
君
は
和
歌
を
解
説
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
亦
た
作
者
と
時
代
と
を
解
説
し
て
ゐ
る
。
巻
中
の
『
源

実
朝
雑
記
』
は
そ
れ
で
あ
る
。
又
た
私
鈔
補
遺
の
第
一
か
ら
第
三
ま
で
は
、
概
し
て
金
槐
集
に
対
す

る
考
証
と
批
評
だ
。
即
ち
金
槐
集
に
対
す
る
古
人
、
今
人
の
諸
説
を
も
引
用
し
、
そ
れ
を
批
評
し
、

そ
れ
を
審
定
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
此
の
一
冊
を
読
め
ば
、
殆
ど
金
槐
集
に
対
す
る
諸
説
を
集
め
て
、

大
成
し
た
る
も
の
に
庶
幾
い
。
而
し
て
著
者
の
取
捨
選
別
は
、
概
し
て
公
平
に
し
て
允
當
を
得
て
い

る
。(

後
略) 

（『
日
日
だ
よ
り
』
大
正
15
年
８
月
３
日 

徳
富
猪
一
郎
著
） 
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朝
河

あ

さ

か

わ 

貫
一

か

ん

い

ち

（
１
８
７
３
～
１
９
４
８ 

明
治
６
～
昭
和
23
）
福
島
県
二
本
松
市

歴
史
家
。
東
京
専
門
学
校
卒
。
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
エ
ー
ル
大
学
大
学
院
で
学
ぶ
。
明
治

39
年
か
ら
エ
ー
ル
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
36
年
間
に
わ
た
り
日
本
史
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世

制
度
史
を
論
じ
、
エ
ー
ル
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
昭
和
15
年
に
は
天
皇
に
日
米
戦
回
避

の
上
奏
を
し
た
。 

 <

展
示
書
簡>

 

昭
和
（ 
）
年
５
月
２１
日
付
（
封
書
・
墨
書
） 

拝
啓
一
月
七
日
の
貴
墨
及
び
秘
府
略
穀
部
の
校
製
本
拝
受
、
万
々
鳴
謝
仕
候
。
誠
ニ
此

の
珍
重
な
る
の
み
な
ら
ず
、
米
、
ア
ワ
、
英
、
そ
の
ほ
か
の
時
宜
に
付
き
う
る
じ
ょ
ふ

す
く
、
か
ね
て
又
「
米
」
はric

e
の
み
な
ら
ず
、
「
田
」
ハ
米
田
又
ハ
水
田
な
ら
ざ
る

こ
と
を
も
確
か
め
候
。
か
ゝ
る
貴
重
の
絶
版
本
を
御
周
旋
被
下
謝
詞
を
知
ら
ず
候
。

只
々
稲
の
部
の
欠
け
た
る
を
憾
み
候
の
み
。
御
消
息
は
東
京
日
々
ニ
て
毎
日
拝
承
仕
候
。

恰
も
馨
咳
ニ
接
す
る
か
如
く
感
じ
候
。
又
先
度
御
恵
贈
の
御
近
著
ニ
つ
き
て
は
大
体
同

意
ニ
候
。
只
々
米
国
心
理
の
御
見
解
の
簡
明
に
過
ぎ
た
る
を
の
み
賛
し
難
く
候
。
米
国

に
関
す
る
政
治
的
の
御
説
に
は
異
存
な
く
候
。
猶
読
了
の
後
、
御
垂
示
を
乞
ふ
べ
く
候
。

謹
言 昭

和
五
年
二
月
十
日 

 
 

朝
河 

貫
一 

徳
富
蘇
峯
大
人 

封
筒
表 

東
京
市
京
橋
区
日
吉
町
二
十 

民
友
社 

徳
富
猪
一
郎
殿 

 

 
 

 
 

ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
の
エ
ー
ル
大
学
よ
り
。 

 

ひ
と
こ
と
解
説 

朝
河
貫
一
の
渡
航
費
用
は
大
西
祝
、
徳
富
蘇
峰
、
大
隈
重
信
、
勝
海
舟
な
ど
が
援
助

し
た
。
蘇
峰
は
留
学
中
の
朝
河
に
『
国
民
新
聞
』
へ
の
寄
稿
を
求
め
、
朝
河
は
「
形
影
生
」
と
い
う

名
で
原
稿
を
書
い
て
い
る
。 
 

 
 

 
 

 
 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

   

 

星 ほ

し 

一
は
じ
め

（
１
８
７
３
～
１
９
５
１ 

明
治
６
～
昭
和
26
） 

福
島
県
い
わ
き
市 

大
正
・
昭
和
期
の
実
業
家
・
政
治
家
。
明
治
27
年
渡
米
し
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
卒
業

し
帰
国
。
星
製
薬
を
創
立
し
て
製
薬
業
を
手
が
け
る
。
星
薬
科
大
学
の
創
設
者
。
後
藤
新

平
の
政
治
資
金
の
提
供
者
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
。
阿
片
令
違
反
で
逮
捕
さ
れ
結
局
無
罪

と
な
っ
た
が
大
き
な
痛
手
を
蒙
っ
た
。
明
治
41
年
衆
院
議
員
に
当
選
。
政
党
に
所
属
せ
ず

独
自
の
活
動
を
行
っ
た
。
作
家
・
星
新
一
は
長
男
。 

<

展
示
書
簡>

昭
和
10
年
５
月
９
日
付
（
葉
書
・
ペ
ン
書
） 

謹
啓 

五
月
八
日
附
の
書
留
の
御
手
紙
拝
受
、
当
日
大
声
に
て
読
上
け
ま
す
。
頭
山
杉

山
両
氏
に
先
生
の
処
に
御
願
に
参
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
ら
大
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

全
く
天
災
と
存
じ
両
人
に
無
事
を
伝
え
ま
す
。
拝
具 

昭
和
十
年
五
月
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

葉
書
表 

京
橋
区
銀
座
西
八
丁
目
民
友
社 

徳
富
猪
一
郎
様 

侍
史 

星
一 

 
 

 

ひ
と
こ
と
解
説 

蘇
峰
か
ら
の
書
留
に
対
す
る
お
礼
の
葉
書
。
書
中
に
玄
洋
社
の
杉
山
茂
丸

(

星
の
師)

と
頭
山
満
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年(

昭
和
10
年)

星
一
に
よ
り
企
画
実
施

さ
れ
た
両
氏
の
交
友
50
年
を
記
念
し
た
「
金
菊
の
会
」
に
際
し
、
祝
文
の
類
を
蘇
峰
に
依

頼
し
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
礼
状
と
思
わ
れ
る
。
「
当
日
大
声
に
て
読
み
上
げ
ま
す
」
と
あ

る
。
絵
葉
書
は
星
製
薬
工
場
の
航
空
写
真
。(

現
在
の
五
反
田T

O
C

 ) 
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・『
蘇
峰
と
そ
の
時
代
』
高
野
静
子
著 

中
央
公
論
社 

昭
和
６３
年 

・『
続
・
蘇
峰
と
そ
の
時
代
』
高
野
静
子
著 

徳
富
蘇
峰
記
念
館 

平
成
１４
年 

・『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本
人
名
事
典
（
第
４
版
）』
㈱
三
省
堂 

平
成
１３
年 

・『
大
人
名
事
典
』 

平
凡
社 

昭
和
２８
年 

・『
第
一
人
物
随
録
』 

徳
富
猪
一
郎
著 

民
友
社 

大
正
15
年 

・『
蘇
翁
感
銘
録
』 

徳
富
猪
一
郎
著 

宝
雲
舎 

昭
和
19
年 

・『
徳
富
蘇
峰
と
病
床
の
婦
人
秘
書
』 

野
ば
ら
社 

昭
和
24
年 

・『
評
伝
平
福
百
穂
』
加
藤
昭
作 

短
歌
新
聞
社 

平
成
14
年 


